
2026年 6月議会 

反対討論 

日本共産党の大村洋子です。 

議案第 64号健康増進センター条例中改正につい

て反対の立場で討論いたします。 

健康増進センター「すこやかん」は完全利用料金

制で指定管理者によって運営されています。今回の議

案はこの指定管理者の更新時期の令和９年4月から

の使用料改定に伴う条例改正が趣旨となっています。 

 市民で大人の場合、現行 730 円を８００円にしよう

とするもので、消費税に連動した値上げを除けば、今

回のような維持管理コストに基づいての値上げは事

実上はじめてというものです。 

１０％のアップ率は本市が持っている令和元年7月

の「公の施設の使用料に関する基本方針」に基づい

て設定したとのことでした。（以下同方針と言います。）

健康増進センター「すこやかん」は維持管理コスト、建

設費相当を積算した場合、利用者負担１００％で換算

すると 1080 円となるとのことですが、同方針の中の

【施設の性質別負担割合について】のマトリクス表に

よれば、７５％なので、800円となるとの説明でした。 

昨年令和 7年 12月定例議会において、私は同方

針を「受益者負担論」の論拠として市は用いているが、

駐車場料金や手数料などすべてが網羅されているわ

けではないこと、今後もさらなる議論が必要なことを

指摘いたしました。 

私の質問に対して市長は「１回整理します。おっしゃ

るとおりなので。もっと分かりやすく。」と答弁されてい

ます。つまり、私は同方針を本市の料金値上げの尺度

とすることが現時点で妥当と言えるのか疑問であると

感じております。 

さらに言えば、今年、4 月 1 日に施行されたばかり

の「横須賀市スポーツ振興条例」の第 1 条には目的

として、「市民の誰もが生涯にわたりスポーツを楽しみ、

もって市民の心身ともに健康で心豊かな生活及び活

力ある地域社会の実現に寄与する」とうたわれており、

健康増進センター「すこやかん」は、その名の通り、

「スポーツ振興条例」を体現する重要な施設の一つ

であると思います。市民が自ら健康を維持、増進する

ために活用する施設の使いやすさ、気軽さは公共交

通の分野で論じられるクロスセクターベネフィット論と

同じで、ゆくゆくは医療費の抑制へとつながり、それは

肉体的なことにとどまらず、コミュニケーションなど人

的な交流に対しても好影響をおよぼすものだと思いま

す。私たちは料金値上げが利用者への経済的、心理

的な負担となることを懸念します。 

 また、私たちは昨今の光熱水費の高騰に対して、

本市が補填の施策を講じる議案には賛成をしてきま

した。しかし、今回の料金値上げは完全利用料金制

である指定管理者の運営形態に対して、足りない分

を利用者に「受益者負担」を理由に負担してもらうと

いう発想です。公の施設を指定管理者が完全利用料

金制で運営することの矛盾が露呈したともいえると思

います。 

日常の物品がどれもこれも値上げしている昨今、

利用者負担で良いのか、市民から納得が得られると

は思えません。むしろ、利用料金を下げて、市民生活

を応援することが大切ではないでしょうか。 

整理すると 

①「公の施設の使用料に関する基本方針」を尺度と

することへの疑問 

②「スポーツ振興条例」の目的に合致しない点 

③公の施設を指定管理者が完全利用料金制で運営

することの矛盾 

④物価高騰下における利用者への経済的、心理的負

担となること 

以上のことから、議案第 64号健康増進センター条

例中改正について反対の立場からの日本共産党の

討論といたします。 


